
快乐的一天

2015.09.03

今天来到琦玉了！　很期待＾　＾

赫欣桐さんの日記



前書き

2015.09.27

      日記を書き始める前に、ちょっと説明しておきたいです。この3週間は寮に住んでいて、Wi-Fiはなかったので、日記を書かなかったのです。今日からは日記を書きます。
前の3週間の分も足していくつもりです。

      けれど、私はタイピングがとても遅いから、一日にあまりたくさんは書けないかもしれません。ですので、一日に少なくとも一件を書くようにして、一週間以内に過去の3
週間の日記を完成させる目標です。
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私の学校は普通でない

2015.09.27

     光丘女子高校——名称を聞くだけで女子高であることがわかりますね。私が女子高と触れ合った経験は全くなく、西安にいた時には女子高って聞いたことすらありませんで
した。ですから初めて女子高に行くと聞いた時、ちょっと驚きました。どんな学校でしょう、私にはわかりませんでした。

     学校に来てようやく、ここは普通の女子高ではないとわかりました。キャンパスにはあちこちにイエスと聖母マリアの彫像があり、校章まで十字架の模様をしています。こ
こはきっと宗教的な雰囲気が濃い学校であろうと思いました。やっぱり予測通りに、ここはキリスト教の学校だったのです。この学校では、普通の学校と同じところもあれば、
そうでないところもあります。

     まず、寮の生活を紹介しましょう。事情があって、私は寮で三週間過ごすことになっていました。この三週間、毎日礼拝があります。とりわけ重要な礼拝は木曜日の夜にあ
ります。寮生は寮の隣にある小さい教会堂で礼拝をします。その礼拝は普段のどれよりも正式なもので、修道女が司祭をし、うち一回はファーザーが司祭したのもありました。
いつファーザーが司祭するのかは知らないのですが、その場面は本当に忘れられないです。しかも私には跪くのが大変だったんです。ようやく立ち上がって吐息の音が響き渡っ
て聞こえてきます。小さな声ではありますが、耳にするだけで痛く感じます。

      私は毎日寮で一回礼拝をするだけでなく、学校に行ったら一日に一回授業前の礼拝があります。学校での礼拝は、礼拝の前に先に光丘女子高校の校歌を歌います。この歌は
いろんな正式な場面で歌われています。みんなの歌声が融合して美しい歌声になって、私はまだ歌えませんがその歌声に感動し、思わずついて口ずさんでいました。

      私の学校は普通ではない。ほかの学校との違いによるだけでなく、そこに漂っている雰囲気による何かがあります。いったいそれはなんという雰囲気で私を魅了したのでし
ょうか？

     私の日記の続きに注目してくださいね、これから一つずつ明かしていきますので。
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忙しい文化祭

2015.09.28

     光丘女子高校に着いたばかりの頃は、ちょうどこの学校の最も忙しい季節でした。ラッキーだったのかどうかはわかりませんが。

     要するに私は‘案ずるより産むがやすし’の態度で、彼らの歩調に合わせてそれに参加することにしました。文化祭は彼女たちに馴染むよい機会でした。

     光丘女子高校に来て一週目に、1年に1度の盛大なイベント−−文化祭がありました。学校に来たばかりだったので、私は文化祭で何をすればよいかわかりませんでした。ク
ラスの全員が自分の仕事があるのに、私だけが何をすればいいかわかりませんでした。

     日本の文化祭について、私はアニメをみて少しは知っていました。文化祭の時にはどのクラスもお店を一つだすのを知っていました。文化祭の時には、お客さまがいらっし
ゃいます。学外の人や、学内の人、保護者だったりするかもしれません。来たのが遅かったため、文化祭の前半部分を逃してしまいました。つまり文化祭でどんなお店をする
か、や、誰がどんな仕事を担当するか、といったことを決める部分です。残念ではありましたが、私は同級生達が私を蚊帳の外に置くのではなく、私にも仕事を割り当ててくれ
たことに感謝しています。

     文化祭前の夜は、毎回どうしても寮に帰らなければならない時間まで残っていました。私は、文化祭とは一体何なのか、文化祭を行う意味はどこにあるのかを知りたかった
からです。どうしても帰らないと行けない時間には私もみんなの一員になっていることを感じました。きっと私はとても安心感が欲しかったのでしょう。ときどき、クラスのた
めに小さな事をするとこの上なく楽しく感じました。その時、私たちは何をしていたのでしょう？私達は教室を飾り付けていました。教室内の装飾品はすべて私達の手で作った
もので、これはどこにかける？これはこうやって作らないと。と、本当に小さくて細かい事ですが、私達は一生懸命やりました。

    私たちの期待の下、ついに文化祭の日がやってきました。私達のクラスは麺屋を開きました。麺は3種類だけで、タンタンメン、ウメ味のうどんとカレーうどんです。私の担
当はこの麺を運ぶ係で、1階の厨房から2階の教室まで運びます。簡単な仕事ですが、私を疲れさせるには十分でした。しかも私は朝、しっかりと食べていなかったので、何度
か降りてくると、もう力がなくなってました。一番大変だったのは後の方で、時間がお昼ご飯時だったこともあり、私たちの仕事はどんどん忙しくなりました。大変なのはお腹
が空腹でぐうぐう鳴っているのに、忙しくて食事のことさえ考えられませんでした。

     この文化祭ではとても疲れましたが、楽しかったです。私はこのようにみんなで一つの事の為に努力して団結するのが好きです。こんな風にクラスの為に何かをするという
感覚が好きです。
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体育祭－－言葉にできない感動

2015.09.30

    光丘女子高校に来て2週目に、この学校の体育祭がありました。相変わらず来たのが遅かったせいで、私は体育祭の討論に参加できませんでした。文化祭と同じく、私の担当
は先生と同級生達任せとなりました。

    私は彼女たちが私を座らせてみんなを応援させると思っていました。なぜなら私はスポーツが得意ではないからです。しかし、彼女たちはなんと私に試合に参加させまし
た。私は決してスポーツが得意ではないのに、彼女たちそれでも私を出場させるのは、この体育祭がそれほど重要ではないからなのかな？と思いました。

    重要です、この体育祭はとても重要です。体育祭の時になってから知ったのですが、私の参加したこのプログラムは彼らの得意なプログラムの一つ−−障害物リレーでした。
１クラス10数名の学生が参加し、2組に分けられます。1組は障害物に突進し、小さい砂袋をかごの中に投げ込みます。もう一組が砂袋の足をいれ、カンガルー跳びをします。
それから先生が合流し、先生がボールを投げ生徒が受け取ります。しっかりと受け取るまでやります。私は5番目だったので、前の人がどうやっているかを見て、同じようにや
りました。その結果、私はとても速く通過しました。みんなの足を引っ張らなくて本当に良かったです。結果はもちろん私達のクラスの勝ちでした。1位という好成績は少し私
を安心させてくれましたが、マイケルジャクソンのダンスは全然だめでした。

    私は数回練習しただけで（時間がなかったので）、これは本当に私を悩ませました。私はまだマスターしていないのに、出場したのだから、間違いなく駄目ですよね。で
も、どんなに駄目でも、無理して出場するしかありませんでした。マイケルジャクソンのダンスは何度も見たことがありますが、今回は以前のとは違っていて、もとのダンスで
はなく、この曲をみんなで一緒に団体ダンスとして完成させました。 一学年、数百人が完璧に一致団結していました。もちろん私は含まれていません。

     最後に、私達のクラスは1位を獲得しました。誰が勝ったかを発表すると、私達のクラス全員がとても喜びました。

     最も深く印象に残ったのは、閉会式で、みんなが手をつないで校歌を歌ったことです。全学年、全クラスがみんな連なり、歌いながら笑いました。ひとときの間、運動場は
みんなの歓声と笑いに満ち溢れていました。
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休みよりも楽しみなことはほかにないでしょう、が、休みに入った後～～

2015.10.01

休みよりも楽しみなことはほかにないでしょう、が、休みに入った後、、、

私たち、何をするんでしょう？

日本に来て三週目に、日本での初めての連休を迎えました。

私はとても寂しく思う、けど、嬉しくも感じる。

付き合ってくれるクラスメートがいなくなるのは寂しいことで、ゆっくりと休めることができる、そして中国人の友達と会えるのは嬉しいことです。

ははは、みんなはきっと私のことを羨ましがるでしょうね、李昀殊さんと会えますから。

私たち二人とも愛知県に居るし、遠くは離れてもいないし、同じく寮にいて退屈そうだったから、一緒に遊びに行くと約束しました。

私たちはどこに行ったか知りたいですか？

李昀殊さんの日記を見た人は知ってますよね－－私たちは名古屋に行きました！ヤー✌️

私は初めて日本の電車に乗って、なんだか不思議に思いました、

コンコンと音を立てて、中国に居た時に乗った列車と変わらないが、

ここの電車の走行距離は中国の列車より短いという点が違います。

名古屋駅に着いたら、すぐに悔しい思いをしました

名古屋にどこか面白いところはないかと日本の友達に聞いておけばよかったのに。

名古屋に来るのは初めてだったので、名古屋のどこへ行ったらいいかは全くわかりません

だから、私たちは名古屋駅の付近をぐるぐると回って回って、

全然目当てのないまま、そして、クラスメートに聞いておけばよかったのにと言ったら

李昀殊さんは、別に目当てなどなくてもいいじゃないかと言いました

言われてみればそれもそうだねと、けれどせっかく名古屋に来たのに、ちゃんとどこかに行かないのも残念なことですね。

しかも、街をぶらぶらするのは疲れちゃいますね。街をぶらぶらしたがるのは女性の天性だと言われていますが、でも、買い物のためでない時は、、、

私は家に帰りたいとしか思ってません！！！

だから、私は名古屋でラーメンを食べてから帰ってきました。

出かけるとき事前の準備が必要だなぁとつくづく思いました。

5連休は、名古屋に行く日を除けば

私の生活はまるで～～（ここは省きます）のようだった、

寮生はみんな実家に帰った、部活のある人だけまだ居るけれど、彼女たちは毎日部活でいないです

私を相手にしてくれる余裕もなく、私と彼女たちともそれほど親しくなっていなしし。

ああ、この5連休よ

生まれてから一番退屈な休みだったんだ

だからね、休みは一番の楽しみなことではありますが、休みになったら私たちは何をするんでしょう？

赫欣桐さんの日記





新しい生活が始まった

2015.10.04

光丘女子高校に来て3週目、ついに私の最も楽しみにしていたホストファミリーでの新しい生活が始まりました。

まず、私のホストファミリーの家族構成を紹介させていただきます。

私のホストファミリーには、お父さんとお母さん、それと3人の子供がいます。

お姉さんと私は同じ学年で、同じクラスではないですが、二人の教室はとても近くて、隣なんです。

それと弟と妹、そんなに似ていないのですが、二人は双子です。

お母さんは専業主婦で、料理がとても上手です。お父さんはトヨタの社員です。

そうだ、それと2匹の子犬もいます。

太郎と花ちゃんといいます。お母さんは太郎と花ちゃんはもうおじいさんとおばあさんだと言っていました

特に太郎は、目がもうはっきりと見えないです。

花ちゃんの毛も白くなっています

それは太郎と花ちゃんの品種が違うからだよ、とお母さんは私に教えてくれましたが

私は彼らがとても元気なように思えます

今日写真をアップします。少し説明しておきます。私の学校は携帯電話が禁止なので、私の写真はたぶん少ないです。

 

 

 

 

赫欣桐さんの日記





不本意な

2015.10.09

中国の中学生として、私は小さい時からたくさんの試験を受けてきました。いわば中国式の詰め込み教育によるひどい被害を受けた中学生の一人です。

試験に対して、勉強が非常に得意な生徒を除けば、好きな人はいないでしょう。

だから、勉強がそんなに得意でない私も、、、、試験へは抵抗があります。

試験に対して、誰か「私は試験を受けたい！」と言える人っている？

私が言えました。日本にきてから、どうやらそもそも絶対にしないことをしてしまいそうになってきました。

例えば、生卵、しかも卵がけご飯を食べるなんて、日本に来るまでには、想像もできなかったことでした。

今回も同様に、まさか私の口から試験を受けたいと言い出すとは！

留学生として、私は試験においては、選択肢が与えられています。

けれど、中国の留学生として、日本にきてから初めての試験を受けないわけはないだろうと考えています。

だから、私は初めて不本意でありながら、試験を受けたいと言いました。本来は好きでないことをやりたいと口にする時の気持ち、想像できますか？

私にとっては、まるでネズミが猫のところまで行って、「私を食べてください」のようなことです。

実は、正直のことを言いますと、日本の試験ってどんな感じかをみてみたい気持ちはやはりあります。

留学生は受けたい科目を選べると先生が言いました。

おかげで、私はほかの人より復習の時間が多くあります。

数学、世界史と物理を選びました。

数学は数学bと数学２に分けてありますが、両方とも受けることにしました。

世界史の試験範囲はちょうど中国史でした。

実は、中国にいた時も数学や物理や化学の成績はあまり良くなかったですが、文系科目で成績を上げたわけです。

けど、光丘女子学校で、私は理系クラスに入ることになりました。今の私は、なんでしっかりと理系を勉強しなかったのと後悔ばかりしています。

今回の試験で、私の知識はいかに浅薄であるかをしみじみ感じました。

私もそろそろ勉強に頑張らないといけないですね。

しかしながら、勉強を始める前に、先に沖縄へ修学旅行に行かせてもらおう。

そうよ、試験のあと、二年生は修学旅行に行くことになっています。

この年齢は、やはり勉強以外に、人生を思う存分に楽しむべきですね。
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修学旅行で出会った人々

2015.10.19

光丘女子学校に来た早々、一番忙しい時期にぶつかり、文化祭、体育祭、ダンス部の発表会、中間テストとつい先日に終わった修学
旅行。一ヶ月半という短い間、私はこんなに色々と経験してきて、本当にありすぎて時々追いつかない気がします。でも、本当に私
の生活を充実にさせ、これらの経験は永遠に記憶に残るでしょう。

      今回の修学旅行のことをきっかけに、私のこの間の感想について話したいと思います。

      今回の修学旅行に対して、とても深い感触が与えられました。もっとも印象深かったのは、修学旅行で行ったところ、聞いたこ
ととかではなく、とっても特別な人と会えたことです。私と一緒に日本に来た留学生たちは、日本の各地に散らばっています、一番
北の北海道から一番南の沖縄まで。そして今回の修学旅行で私は沖縄にきました、それは何を意味しているか？それは私は私の仲間
に会えることを意味していますよ！沖縄に留学している仲間とは空港で会う約束をしました。一目だけでも会えたら、私たちには意
味があると考えています。彼女は私に会うために、二時間も電車に乗りました。感動でありながら申し訳ない気分でした。けれど、
ぎゅっと抱きしめあったその瞬間から、もう気にすることは何もなくなりました。

     ガイドさんのことも触れてみたいと思います。ガイドさんは沖縄出身で、三年前からうちの学校と提携しています。彼女は、光
丘女子学校の生徒たちが大好きだと言ってくれました。彼女は毎日歌ってくれて、沖縄の歌を、毎日沖縄の方言を教えてくれて、沖
縄は中国とアメリカに影響され、文化に中国の文化とアメリカの文化がたくさんあって、そこから独自の文化を形成させました。ガ
イドさんの口調は誇りに満ちて、彼女は自分が沖縄の人であることを自慢に思っているのでしょう。毎日、彼女に教わった沖縄方言
で挨拶したら、彼女は嬉しそうに笑みを浮かばせ、何度でも褒めてくれました。彼女は毎日真面目に沖縄の観光スポットを紹介して
くれていたから、私たちもだんだんと彼女の真面目さに影響され、彼女の歌声に合わせて一緒に歌ったり、彼女の言葉に導かれて感
じるようになりました。私たちはだんだんとこの真面目のガイドさんのことを好きになって、帰る前にたくさんプレゼントをしまし
た。彼女は泣いてしまい、私たちの後輩がまた沖縄に来るのを楽しみにしていると言ってくれました。さらに、ずっと光丘女子学校
のガイドさんでいたいとも言ってくれました。

      毎回の旅行に、それぞれ異なる出会いがあり、毎回の出会いは大事にされる何かがあります。この世に終わらない宴席はない、
要するに毎回の出会いを大事にすることができるかということです。出会いの感動は私たちが前に進む力になってほしいと思いま
す。

私と王逸雯と一緒に撮った写真

これは私とクラスメートが琉球の衣装を着ている写真です。

赫欣桐さんの日記



先週日曜日の旅行

2015.10.29

思いもしなかったところで、明日富士山に行くと日本のお母さんは言ってきました。

それを聞いて、私は耳を疑って聞き返しました：富士山に行くってことですか？

突然富士山に行くとは、しかもみんなで一緒に行くとは、思いもしなかったから。

富士山に行くと聞いたら、私は興奮し始めました：富士山だよ！伝説の富士山だよ！

私は富士山に行ってみたいと随分前から思っていましたが、そんな機会はなかなかなかったので、写真で、あるいはテレビで富士山を見るしかなかったです。

今は、この目で富士山を見ることができ、更に富士山に近づくこともできるなんて、本当に思いもしなかったことです。

やっとその日を迎えてきました。車で三時間くらいかかりますので、朝早く起きました。

残念なことに、私たちはちょっとついていないかな、ちょうど気温が下がる時にぶつかり、朝は死ぬほど寒かったです。

富士山のほうはもっと寒いとお母さんは言ったので、私たちはみんなとても厚い服を持っていきました。

私たち四人の子供は後部座席に乗り込みました。子供が多いからでしょうか、家の車はとても大きいです。

私たちは後部座席を完全に倒して、それで四人で横になって眠ることができます。

富士山に行く前に、先に富士山麓にあるサファリパークに行きました。

動物園に行ったことはない、ではなくて、サファリパークに行ったことはないです。

サファリパークと言ったら、皆さんが思い浮かべるのはどんなイメージでしょうか？

サファリパークと言ったら、観光バスに乗って動物を見る項目は欠かせないでしょう。

私たちは動物園専用の観光バスに乗っています。

赫欣桐さんの日記



柵越しに触れ合う動物たち。

バスの中は大体こんな風景でした。

更に動物に餌を与えました。詳細は下の写真をご覧ください。

ねこ館とうさぎ館も体験しました。そこで、ねこちゃんやうさぎちゃんを抱いたりすることができます。

ウサギちゃんは可愛いでしょう。

次に富士山に行きました。富士山登山道の開通期間ではないので、上には登って行けなかったです。

でも、遠くから富士山を眺めるだけでもとても嬉しいです。

本当に楽しい一日でした。





コーラス大会の準備

2015.11.05

１１月の日本は、天気がだんだんと肌寒くなってきて、樹木も新しい服に着替え、秋本番に入ったと思わせています。西安は春も秋も短かったので、とても真っ赤な樹林を見れ
なかったけど、日本で秋という景色を見ることができ、それだけでも来る甲斐があると思えました。けれど、日本の朝はとても寒く、昼間はとてもあたたかく、寒暖差に驚きま
した。

      あんなに寒い朝に、私は早起きして学校に行って歌の練習をしなければなりません。私たちが毎日８時に集合するのは、ほかならぬ１２月の学年コーラス大会に向かって準
備するためです。各クラスも動き出し、同じ目標のためにみんなで努力しています。それはいわゆる団体協同能力というものでしょう。うちのクラスは、高音、中音、低音とい
う３つの部に分けられていて、私は高音部でした。それには、私はストレスを感じてしまします。なぜなら、中国ではカラオケで歌ったことはありますが、いつも大声で叫ぶよ
うな歌い方で高音の部分をごまかしていました。まともに音程を合わせるなんて考えたこともなかったです。だから要するに、私はどう歌えばいいかという問題ですね。しかも
歌詞を暗記するのも、私にとってはチャレンジですので、その難題を克服しておかないと、当日になっても歌えないでしょう。

      正直、どの問題も、時間が経つに連れて変わっていくものは、真の問題ではないと思います。今の私は、もうすでにみんなの声に合わせて歌えるようになっています。けれ
ど、コーラス大会というのは、一通り歌えれば勝てるものではなく、さらに奥深く歌うテクニックや感情も求められますので、私たちは音符一つ一つに注目して練習し始めまし
た。その時に、初めて自分は五線譜を読めないと気付きました。ドレミさえわからない人は、その長い弧線やわけのわからない形をしてる符号が何であるかはわかるわけはない
でしょう！幸い、クラスメートたちはみんな優しくて、五線譜を教えてくれています。それでドレミだけは分かりました。幸い、クラスメートたちはみんな根気よく、一字一句
で教えてくれています。

赫欣桐さんの日記



京都の旅

2015.11.16

     日本に来たら京都にはぜひ行くべきです。京都は日本の古都として、最も日本を代表する都市のひとつです。さらに、次回のオリンピックも京都で開催されます。京都の魅
力については、みなさんご存知かと思います。古きよき京都、最も人を魅了するのは、やはり山一面に紅葉が広がる時−−さわやかな秋です。

     日本には春にお花見をし、秋には紅葉狩りをする習慣があります。ホストファミリーのお父さんは私を京都に、とりわけ、秋に木の葉がすべて紅くなった時の京都に連れて
行きたいといってくれました。そこで、私とホストファミリーのお父さんはみんなが忙しくて京都に行く時間がない中で、2人は京都に行きました。

    京都についてすぐ、さすがは日本の古都、と思いました。大通りと路地には日本の古き良き趣がただよっていました。私の暮らしていた中国の古都−−西安は、だんだん古都
の趣を失い、伝統文化を保護する点において、中国は日本ほど努力していないのは明らかです。このような都市で暮らせたらとても幸せだと思いました。

     朝の京都はとても静かで、車も通行人も多すぎず、ホストファミリーのお父さんの印象と違っていました。お父さんは毎回京都に来るたびに、どの道も渋滞しているけど、
今回の旅行はとても順調だ、と言いました。私はきっとまだ早いからですね、と言いました。京都はにぎやかで、活気があるということを知っています。日本国内の第1の観光
都市として、京都は東京のにぎやかな雰囲気に劣らないはずです。

     我々の一駅目、金閣寺に到着しました。金閣寺は9時から見学開始なのですが、タイミング悪く私たちは1時間も早くきてしまいました。周りにはあまり人がいませんでし
た。金閣寺の門の前でも、金閣寺にあう美しい景色でした。そこの紅葉は思っていたより紅くはなかったけど、とてもすばらしかったです。そして、9時になりました。私達は
人のいない金閣寺を撮るために最初に駆け込ました。金閣寺は“金”閣寺の名に恥じないもので、金色に輝いていました。お父さんは私に金閣寺の三文字を見た時に、どんなイメ
ージでしたか、と聞きました。私はその時金色のお寺だと思います、と言いました。でもその時思ったのは、金で作ったお寺でした。。

     私達は京都のたくさんの寺院に行って、とてもきれいな景色をたくさん見ました。もちろん多くの外国人にも出くわしました。その中で中国人が一番多かったです。本当に
どこもかしこも中国人でした。

    京都に行ってからやっと京都の魅力がわかりました。京都の大学に行けたらいいな、と思いました。

    全体的に今回の旅行はとても楽しかったです。特にお父さんとたくさんおしゃべりをしたことです。お父さんの話はどれも大いに得るところがありました。

赫欣桐さんの日記



一花一世界，一叶一菩提。

2015.12.05

（タイトルは仏教用語引用。一つの花でも一つの世界になり、一つの葉でも一本の菩提の木だと見なす。「大」と「小」の境界線がなく、大小問わず完全なる世界がそこに構築
されるような意味です。——訳注）

日本の華道は、中国の隋から伝来したもので、中国の華道における花は、そもそも仏堂に置くお供えの花のことを指していましたが、日本に伝わって、だんだんと今日のような
規模の華道になりました。

     今の中国において、中国の伝統文化の中に、華道があると知ってる人はもう殆どいないだろうとすごく残念に思っています。実は、私も中国にも華道という文化があるとは
知らなかったのです。華道の先生に「中国には華道がありますか？生花をしたことはありますか？」と質問された時、思わず「中国には華道がないので、生花をしたことはあり
ません」と答えていました。後になってなんだか違う気がして、日本の文化に、中国から来るものは少なくはないから、もしかして華道も中国からきたものではないかと。ネッ
トで調べてみたら、やっぱり、まさに中国から日本に伝来したもので、しかも中国にも華道があります。

      中国には何千年の歴史があり、世界四大文明とされる古国の一つであります。それほど深く流れてきた文化なのに、現代に発展しつつ、沢山の伝統文化が流失してしまった
のでしょうか？古くからの文化も後継者がおらず、今になって知ってる、できる人はほんのわずかにしかいないと思うと、残念な気持ちは抑えきれずにいます。中国の伝統文化
はどれほどあるかは私は把握していませんが、おそらく聞いたことのないものもあるでしょう。外国人の疑問にどう答えたらいいかも分からず、自分の失言に悔しく思っている
くらいです。

     恐らく、中国人である私でも、本当の中国文化とはなにかが分かっていないのでしょう。中国人自身も分からない中国文化を、誰に分かってもらえるでしょうか？多分、私
はこの一年間の留学生活を通して、同じように見える日中文化に潜んでいる異なる所に目を留め、日中両国の文化についてより深く知ることができるかもしれません。

     日本に来る前に、日本文化を知りたいと言ったことはありますが、今の私なら、日本文化だけでなく、母国の文化も深く知りたいと思えてきました。こうすることで、日中
両国間の文化交流を深め、日中友好という目的を果たすことに役立てればと思います。

赫欣桐さんの日記



華道の体験

2015.12.05

水曜日、私は初めて華道部の部活に参加しました。そういえば私は華道部に入ってしばらく経ったのに、まさか今になって初めて部活に参加するって言うと、なんだか面白い気
もします。驚かないで、参加しなかったのではなく、入ってすぐ、テスト前なので部活が全部休みになって、テストが終わってから再開することになっているから。けれど、ま
たそろそろ休みに入りますね、プラス来週はコーラス大会があって、来週はもしかすると今年最後の部活になるのではないかと思います。

     鬱陶しい話はおいといて、初めての部活体験について語りましょう。華道部はさすがに生花という芸術的な部活です。その過程からしみじみと心の落ち着きを感じました。
最初は、先生にやらせてもらいましたが、花を手にしてどうすればいいか全く分からず、仕方なく「好きなようにすればいいですか？」と質問したら、先生が頷いてくれまし
た。おかげで少し安心しました。そして自分の好みを想像して生花をやり出しました。私は何も分からないけれど、やったことないけど見たことくらいはあったので。華道部へ
見学に来た時に、先生が生徒に教えたことを思い出して、そのちょっとした知識で、自分の作品を完成させました。正直、自分では満足した作品ですが、どうやら先生はそう思
っていません。

      先生は、私の花を全部剣山（生花用の道具）から抜き出して、そして、「このように葉っぱが大きい場合、少し斜めにすれば、緑しか見えないことを避けられるでしょう。
花はすべて見えるようにしないと。」と説明してくれました。私はそれを聞きながら、ひたすら葉っぱを切っている先生を見て、残念な気持ちになってしまいました。こんなに
多く切られて、と。けれど、見ているとだんだんと釈然としました：「子を惜しむようでは狼を罠にかけることはできない」、ことわざでもそう言ってるでしょう、その部分を
諦めないといい作品にはならないのではないでしょうか。先生の手によってますます綺麗になった作品を見て、諦めにはその甲斐があると感じるようになりました。

みんなに私の作品をシェアしましょう

二日前はこんな感じ。。。。。。

二日後はこんな感じ。。。。。。。。。

赫欣桐さんの日記



 咲きました。。。



いつまでもリズムに追いつけない−−全く違う体育の授業

2015.12.14

    私は常に他の人より半拍遅れてしまうということを中二でダンスに触れたあの時に知ってしまいました。でも、今よく考えてみると、私にはリズム感がないと言った方がも
っとピッタリだと思います。いつまでもリズムにのれないのは私で、これは「脉动」（訳注：中国のスポーツドリンクの一種）を飲んだとしても治らない病気で、治療が必要で
す。

  さて、本題に入りましょう。

  今日から、光丘女子高校の二年生の体育の授業はダンスの課題に入ります。

〜〜〜ダンス〜〜〜ダンス〜〜〜ダンス〜〜〜ダンス〜〜〜ダンス〜〜〜

ダンスの課題とは、6人以上を1組としてダンスを創り、発表するのです。

なんという試練！私みたいにいつまでもリズムに追いつけない人は、大恥をかくのではないでしょうか。

でも大丈夫、クラスのダンス部員はみんな私達のチームです（2人しかいないけど）、私は私達のチームに自信があります。

赫欣桐さんの日記



団結という名の感動

2015.12.12

     合唱大会が金曜日に終わって、結果は3年F組が一位、3年A組が二位、1年A組が3位でした。私達のクラスは木曜日の学年大会で終わってしまい、入賞できませんでした。

     このことを、私は少し残念に思っていて、私にとってはこれが初めての合唱大会への参加であり、最後の参加でもありました。入賞できなかったのは多かれ少なかれ心の中
に残念な思いが残ります。もし体育祭の時と同じように一位になれてたら、私はきっと残念に思わなかったでしょう。でも、私達のクラスの人数は少なすぎて、どんなに頑張っ
ても人数での劣勢を補うことはできませんでした。人数は合唱レベルの基準には考慮されないけれど、実際はやはり人数の限界の影響がありました。私は同級生に、私達は負け
ちゃったけど、諦めきれないと思わないの？と聞いてみました。彼女は、仕方がないよ、一人の先生が私たちが一番だと思ってくれたから、それでいいよ。審査の先生は3人い
て、ある先生は私達のクラスが学年一位だと思ってくれました。しかし3人の先生はそれぞれの意見があり、最後に私達のクラスは評価されませんでした。 よしんば、私達のク
ラスが事実上入賞できなかったとしても、私はやはり自分達のクラスが一番上手に歌えたと思います。

     学年大会で入賞できなかったので、翌日の決勝大会には参加できませんでした。仕方なく私も観衆となりました。私は観衆も大変だと思いました。私は8回も課題曲を聴き
続けなければいけませんでした。この合唱大会は課題曲と自由曲に分かれていて、課題曲は学校規定の曲で、自由曲はクラスで選んだ曲です。私たちは毎日課題曲を練習し、一
日に八回も課題曲を聞かないといけないし、さらに開始前に私たちは何度も一緒に歌ったし、最後に終わった時もやはりこの曲で締めくくったことを考えると、私がいくらこの
歌を好きだといっても、いい加減うんざりしてもいいでしょう。

    でも、そんな残念のほかに、感動もありました。どのクラスも一つの目標のためにみんなで努力して、必死に頑張りました。栄誉を勝ち取るため、みんなはお互いに励まし
合い、助け合いました。最も私が感動したのは、いい成績をとれた時の、興奮する歓呼の声です。私までも影響されて、思わず笑みがこぼれました。その時私は思いました。こ
れはきっとあのクラスの中で最も貴重な思い出になって、彼女たちが数年後また集まる時に、その時の喜びを思い出して、きっとまた誇らしく思うだろう。もちろん、私も数年
後、同級生達とまた集まる時、あの時のことを思い出し、嘆くでしょう。

赫欣桐さんの日記



日本人でもよく間違える年賀状の書き方

2015.12.13

周知のように、新年になりますと、日本人は年賀状を書くことでお祝いの気持を伝えます。

 そのため、新年になると、年賀状は人気商品になり、郵便局も大忙しになります。

しかし、年賀状を書く際に、日本人でもよく間違えるところはあります。

それは新年をお祝いする祝福の言葉で、「新年おめでとう」のことです。

日本人はよくこのように書きます「新年明けましておめでとうございます」。

しかし、この書き方は間違っています。正確にどう書けばいいでしょうか？

正しい書き方はこうなるはずです「新年おめでとうございます」

あるいは「明けましておめでとうございます」。

これは日本のテレビ番組でみたのです。

それまで、日本の年賀状の書き方は「新年明けましておめでとうございます」だと思っていました。

今はようやく自分が間違っていたと分かったので、みんなにもシェアしたいと思っています。

そして、自分の手作り年賀状もみんなにシェアしましょう。

 

完全なる手作りです。

赫欣桐さんの日記





留学生の皆さんへ

2015.12.14

中国と日本の違いを書く時、私はみんなにきちんと調べてから書いて欲しいと思っています。すべてのことが自分の想像したのと同じだとは限らないからです。

本当のことを言うと、みんなの日記を見て、私はたいへんがっかりしています。みなさんは本当に中国と日本をよくわかっていますか？

ひとつの事を一概に論じることはできません。中国はとても大きいので、あなたがわからない、知らないことがたくさんあります。私は今後、みんなが”私の学校は”、”私の家
は”というような言葉を加えてくれたらいいな、と思います。そうでないと、日本人が見たら、新たに誤解してしまうかもしれないからです。日本は中国ほど大きくありません
が、それぞれの地区で相違があります。

中国と日本の柿の問題について、私は自分の経験を通して、さらに多方面で調べた結果わかりました。

実は、日本で一般的に食べられている柿は中国で一般的に食べられる柿とは、種類が違います。日本の柿は硬めの柿で、中国の柿は柔らかい柿です。今中国のスーパーでも日本
の硬い柿を売っていたります。先週、お母さんは食べたそうです。それに、みなさんは日本の柿の大きさは中国のものより大きいと思いませんか？

火鍋のなべのダシについてですが、うちの火鍋のダシは味がついていますが。あなたは中国には一種類の火鍋しかないと思いますか？

私がこのようなことを書くのは別に誰かを非難しているのではなく、みんなが日記を書く前に事前に調査してほしいと思うからです。中国と日本の友情のかけ橋として、私達の
言動が日本と中国に対する理解に大きく影響するからです。

私は心からみんなが責任をもって日記を書いて欲しいと思います。

ここで、私も以前の誤りを修正してもいいですか？

オリンピックについて、京都開催ではなく東京で開催でした。とても似ていたので、間違えてしまいました。申し訳ありません。

赫欣桐さんの日記



光丘女子高校の終業式

2015.12.18

     終業式は豊田市民文化会館で行われました。参加する学生だけでなく、チケットを買って入る大人も多くいました。終業式にそんな盛大な場面があるかというと、校長先生
の話、学生代表のスピーチ、今学期の成果などの総括だけではなく、舞台劇の形式で今学期を終えるのです。

    300人を越える学生の盛大なパフォーマンスに、さらに斬新さが加わり、芸術作品になっていました。私はこれは光丘女子学校の魅力だと思います。”すばらしいパフォーマ
ンス、これが学生のパフォーマンスなんて想像ができない”これは家のお母さんの観劇後の感想です。私もこれはもう学生のレベルを超えていると思います。舞台に立ってた人
はいったいどのくらいの時間練習したんだろう？私はわからないけど、完璧な舞台劇を披露できたことはわかります。彼女たちの努力はとてつもなく大きくて、あんなにも忙し
い学生生活の中、一体どれだけの時間を絞り出したのだろう。これは彼女たち自身にしかわかりません。

     一体どんな舞台劇がその場の人の心をとらえたのでしょう。いま、みなさんに紹介いたしましょう。

−−−−−−−−−−−−−−−−分割線です−−−−−−−−−−−−−−−−

     この舞台劇は2幕あり、第1幕は天地創造、アダムとイブ、蛇の誘惑、カインとアベル、ノアの方舟です。第2幕は預言者のヨナの目覚め、「ザカリアとエリザベト」（人名
を訳せない私を許してください）、受胎告知、イエスの誕生でした。

     舞台劇はダンス、歌、演劇、音楽の形式で表現され、ダンス部、合唱部、放送部、演奏部が協力して演出しました、その他の多くのスタッフも全て学生と先生です。

以上は具体的な出演者、スタッフとプログラムです。

     陣容だけを見ても光丘女子高校が大変な努力をしたということがわかります。さらに光丘女子高校のダンス部、合唱部はハイレベルでよく知られていて、この舞台劇はプロ
レベルになるはずです。

赫欣桐さんの日記



白黒の画像しかないのをお許しください。演技中は撮影禁止で、広告用写真しかみなさんにお見せできませんが、感じてください。音楽はすべて演奏部の演奏で、舞台上のパフ
ォーマンスも良かったのはいうまでもありません。まぁ、、、、、いいでしょう、これも実際に見た人にしかわからないでしょう。



ホストファミリーのお父さん誕生日おめでとうございます

2015.12.18

昨日はホストファミリーのお父さんの誕生日でした。ホストファミリーのお父さんのおかげで、私はおいしいケーキを食べれました。

ホストファミリーのお父さんへのプレゼントを準備していませんでした。ごめんなさい。

でもホストファミリーのお父さんは子供達からのプレゼントを受け取って、とても嬉しそうでした。

最後にホストファミリーのお父さん、お誕生日おめでとうございます。これからの誕生日すべてが楽しいものでありますように。

赫欣桐さんの日記



日本で初めて中華料理を作る

2015.12.21

こういった状況の中、日本で初めて中華料理を作るとは思いもしなかったです―ホストファミリーのお母さんは病気になりました。

ホストファミリーのお母さんは病気になりました。家事も出来ず、食欲もないです。

うん。。。ということで、私たちも食事がないです。。。。

お母さんのいない私たちには、ご飯のことは問題になってきています。

けど、幸いに、私は料理が出来ます。自分たちの晩ごはんがあまりにも適当すぎないように、私は料理を作るという重い責任を担いでみました。

ホストファミリーのお母さんは夜になったらよくなるのではないかと思って、予め食材を買おうと思いつかなかったのです。

だから、私は仕方なく冷蔵庫に私が料理できる食材はないか探してみました。卵、人参、いんげん豆、ハムを見つけました。

ホストファミリーのお父さんはトマトと卵の炒め料理を食べたがっていて、わざわざトマトを買いに行きました。

けれど、四人分の食材ってどれくらいあったらいいか全く分からなくて、トマトは３つほしいとホストファミリーのお父さんに言いました。

そして、ホストファミリーの弟さんと妹さんに人参を切るのを手伝ってもらいました。

人参って、細く切れば切るほどいいですが、自分で食べるから、彼らにそんなに細く切らなくていいよと言い、自分もそれほど細く切っていないつもりでいました。

が。。。彼らの努力した成果を見たとき、私はなかなか細く切ったなあと思いました。

３０分さえあれば晩ごはんを食べれると思っていましたが、まさか人参を切るのにあんなに時間がかかるとは思わなかったです。

ようやく料理が出来上がったのは、もう８時前でした。７時半にご飯を食べられると期待してたのに。

まあ、思うままにならない結果が多いですね。

でも自分の手料理はみんなに気に入ってもらえて、とても嬉しいです。

私はトマトを切っています。背後で誰かさんは人参を切っています。

中華調味料はあまりなかったけれど、それでもお塩とお醤油で３つの料理を作れました。。

赫欣桐さんの日記



みんなで完食しました。

最後にホストファミリーのお母さんが一日も早くよくなるように。



部屋を整理すると気分がすっきりする時があります

2015.12.30

今日、私は自分の部屋の整理をしました。やはり整理整頓された部屋は居心地がいいです。 

実のところ、私は中国では部屋の整理をしてませんでした。

私は寮生なので、週に一回帰って二晩泊るだけでした。

なので、私の部屋は基本的にお母さんが全部掃除してくれていました。へへへ。

もちろん自分で掃除することもありますが、長期休暇の時です。

しかしお母さんがしてくれた時とはきれいさが違います。

でも、基本的に私の部屋はきれいです。

今、私は日本にいて、部屋はもちろん自分で整理しないといけません。もしも放っておいたら。。。

私はきっと落ち着かないでしょう。中国では、私の部屋はお母さんがあんなにきれいに掃除してくれてい

たのですから。

私は多かれ少なかれお母さんの影響を受けているのでしょう、整理整頓された部屋が欲しいです。

ほら、整理整頓された私の部屋、きれいでしょう。

赫欣桐さんの日記



ホストファミリーのお姉さんがアメリカから帰って来ました

2015.12.30

ホストファミリーのお姉さんがアメリカから帰って来ました。ホストファミリーのお姉さんは20日に日本を出 

発し、昨日やっと帰って来ました。

ホストファミリーのお姉さんはたくさんのお土産を持って帰って来てくれて、私も頂きました。とても楽しいで

す。

ホストファミリーのお姉さんはアメリカの友達の家に行っていて、ホストファミリーはアメリカにも何年か住

んだことがあります。

さらには、ホストファミリーのお父さんは中国語とロシア語を学んでいます。

どうやら私はインターナショナルな家庭の中で生活しているようです。

赫欣桐さんの日記



成人の日

2016.01.11

今日は日本の年に一度の成人の日で、今年で大人になった子に祝福する日です。

けど、日本は20才で成人になりますが、中国では18才で成人になります。

中国人にとっては、20才と言うと、もう大人になって2年経ったところで、より多くがわかるようになってきているはずです。

それに対して、日本人にとっては、18才はまだまだ子供です。

私は日本のクラスメートと成人について議論したことがあり、クラスメートは自分が今はまだ子供で、成人になるまではまだまだですと言いました。

けど、私は、もうすぐ17才になり、後一年で大人になるんだなと考えています。

成人とは、一体何を意味しているでしょう、成人の日という日を設けた意味は何でしょう？

中国では成人の日はないですが、成人式を行う学校はあります。成人式は高校3年生の、大学入学試験を迎える直前です

成人式を行う目的は、私たちに「君たちは大人になったよ、自分で自分の人生の責任を取りましょう

力いっぱい頑張ることを覚悟しましょう、君は子供だからといって簡単に許されることはもうないのですから。」

私はまだ大人になっていません、だから私には大人になるということの真の意味はわかっていませんが、

よく大人に、君はもうすぐ大人になりますよ、物分りがよくならないとね、と言われたりしますので、

私の認識では、大人になることは、物分りのよさを意味しています。

では、日本人から見るとどう思われているでしょう？私には知る由はないので、日本の成人の日を見たら

日本の成人は20才で、中国より2年も遅いということに感慨を覚えました

では、私は18才になったら、まだ自分のことを子供だと思っていいでしょうか？

赫欣桐さんの日記



芋煮会

2016.01.16

木曜日に高校二年生が芋煮会を一回開きました。芋煮会、芋煮会は当然名前の通り、何かを煮る会です。なので、私達は食材を持って学校に来て、学校の先生が作ります。そこ
で私達はおいしいカレーうどんを食べました。もちろん芋煮会は単なる名称で、実はこんな風に食べるだけで済むわけではなく、このイベントはさらに午後まで続きました。

午後、5時間目に私達は運動場に来て、運動場の四方に画報を貼りました。それらはすべて同級生達が自分で作ったものです。同級生達が修学旅行から帰って来てから作りまし
た。クラスが違うので、学んだことも同じではありません。そのため、みんなの修学旅行は多くの場所に行きました。戻って来てから、チームに分けて、画報を作りました。
今、私達がしないといけないのは、どの画報がよくできているかを評価することです。選出された中で勝ったチームには、賞品があります。

6時間目は、学生達がずっと楽しみにしていた問答ゲームです。人数の関係で、さらにチームに分けられます。チームは集団で移動して、a、b、c、を選びます。選びたいとこ
ろに移動します。すべてのチームはリーダーがいて、リーダーの首に成績表がかけられています。正解したチームは先生からハンコをもらい、同じく、勝利チームには賞品があ
ります。

問題は簡単なのもあれば、難しいのもあります。簡単な問題は大体みんなできますが、難しい問題の時は人を無口にさせます。知っている人がいないので、運を頼りに行くしか
ないからです。例えば、難しい問題だと：私は今日〜〜先生といくつのタマネギを切りましたか？あなた達の生まれた年の1998年光丘女子学校ではどんな大事件が発生したで
しょう？

また簡単な問題は：職員室に入って〜〜番目の机は以下のどの先生の机でしょう？（このような問題さえ知っているので、光丘女子学校の学生はなんと勉強熱心なんだろうと思
いました。）

出された問題は国の問題から、日常生活まで幅広く、珍しい問題にはとても感心させられました。私はやっとみんながどうしてこんなに期待していたかがわかりました。

芋煮会は本当に楽しいイベントです。

赫欣桐さんの日記



かわいい日本の同級生

2016.01.16

     3学期が始まりました。久しぶりに会う同級生達がまた集まりました。冬休みはどうだった？どこに行って遊んだ？お土産もってきたよ。2週間沈黙していた教室が、再び同
級生達の歓声と笑いが戻って来ました。

    意外にも私はプレゼントをもらいました。プレゼントは高価なものではありませんが、大切なのは同級生のその気持ちです。私は何をもらったでしょう？私が最も大好きな
アニメのファイルをもらいました。彼女はさらに私にアニメのCDを貸してくれました。私は本当にとてもうれしいです。

    もちろん、最もかわいかったのは同級生が間違えて持ってきても、私にプレゼントをくれようとしてくれ、CDを貸してくれようとしてくれたことです。

    1回目は、違うプレゼントを持ってきました。学校が始まって1日目、同級生は慌ただしく私のところに来て”ねぇ、プレゼントを買ってきたよ。”と言いました。

そして彼女はファイルを取り出し、”かわいいでしょ。開けてみて、もうひとつあるはずだから。”

私は開けて見てみましたが、ひとつしかありませんでした。“あれ、間違った、間違った、これは私のだ。”と言いながら、私の手からファイルをとりさりました。“明日また持
ってくるね。”

     2回目、同級生は再度慌ただしく私の所に袋を持ってきました。前回よりも何か一つ増えているようで、

“今度は大丈夫。開けてみて。”袋を開けると、中にはファイルが２つと、1枚のアルバムが入っていました。ファイルは私が好きなアニメの絵で、アルバムは私が彼女とみたア
ニメの音楽CDでした。私はとても感動して、何度もお礼を言いました。しかし家に帰ってアニメのCDを開けてみると、思わず苦笑いしてしまいました。なぜなら中が空だった
からです。

    3回目、私は彼女にCDの入っていないケースを返しました。彼女は”どうだった、どうだった？”と聞いてきました。私は頭を振りました“そうだよね、全部日本語だし”私は
首を振り続けました。”大丈夫、聞いてわからなくても関係ないから。”そして、ついに彼女の話の隙をついて、急いで彼女に中が空だったから見れなかったことを伝えました。
同級生はそれを聞いて大きな目を見張り、びっくりした様子で“え、え、えー”と言いました。そこで、彼女は私にごめんね、と言い、明日また貸してくれると言いました。“お
かしいなぁ、じゃぁ、私どこに置いたんだろう？ちゃんと探さないと。”とぶつぶつと独り言を言っていました。そこで翌日ついに私にアルバムをくれました。その他にさらに
メモを一つと、他にもたぶん彼女が好きな声優の歌のアルバムを貸してくれました。

これは同級生がくれたメモです。

異国の地でこのような温かみを感じることができて、私はとても幸せです。

     

これは同級生は私の残した便に署名をあげます。

赫欣桐さんの日記



異国の地でこのような温かみを感じることができて、私はとても幸せだと感じます。



黄金周

2016.05.10

在日本最后的一个小长假，当然不能白白浪费掉了，所以我们决定外出旅行。说是外出旅行其实就是看看住家爸爸的老家——和歌山。

去和歌山的路上途径大坂，然后在大坂溜了一圈。据住家妈妈说，我们在大坂迷路了（虽然我没有感觉到），多转了几圈，不过就当锻炼身体了。

不愧是日本的黄金周，路上车多人多旅游景区人更多。最恐怖的是服务区没有停车位，转了好多圈才能找到位子，想在服务区吃个饭吧，还得擦亮眼睛看看有没有空位子。

我们几经转折才在晚上8点前到达了住家爷爷奶奶家。爷爷奶奶家有一个养鸡场很大很大，据说爷爷奶奶曾经养过几千头鸡,现在老了就承包给别人了，不过还是养了很多头的。

我早上还去取鸡蛋了

那真正是叫新鲜的鸡蛋啊，可是我没胆子吃生鸡蛋，听说很好吃。。（＊－＊）

爷爷奶奶家还有一座山，山不是很高，山上种了好多蔬菜，值得一提的是山上有电线拦着据说是为了防止野猪

赫欣桐さんの日記



新留学生nete

2016.05.10

      新学期开始了，最让我开心的是又有两个新的留学生来了，五个人远远要比三个人来的热闹啊，然我吃惊的是从丹麦来的留学生是中国人，（我一直当她混血来着）怪不得于她
有种说不出来的亲近感。丹麦来的留学生叫nete，nete不会说中文，原因是她从小就被带到丹麦，由丹麦的养父母带大的。中文名字好像叫文玉，不知道姓什么，名字好像也是孤
儿院取的。我觉得与nete在日本相遇简直就是一种不可思议的缘分，所以我决定教她汉语，而nete的英语很好所以她就教我英文。

     在知道nete是中国人之后我不得不感慨made in chian真的很多，到哪儿都是中国人。

赫欣桐さんの日記
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